
朝
鮮
覆
刻
本
「
吏
學
指
南
」
に
つ
い
て

　
　
　

去
る
昭
和
十
六
年
九
月
腿
行
の
’
「
東
洋
史
研
究
」
第
六
巻
第

　
　

・
血
貌
は
佐
伯
富
氏
０
‐
せ
ち
れ
た
『
吏
學
指
南
索
引
』
を
載
せ

　
　

て
我
我
が
机
上
に
と
ど
け
ら
れ
た
。
先
づ
佐
伯
氏
０
努
に
對
し

　
　

て
ひ
そ
か
に
感
謝
の
意
を
さ
さ
げ
た
の
は
い
ふ
ま
で
も
あ
る
ま

　
　

い
。
そ
の
凡
例
に
よ
っ
て
、
東
洋
史
研
究
會
が
１
　
て
吏
學
指
南

　
　

の
油
印
本
を
登
行
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
始
め
て
知
る
こ
と
が
出

　
　

来
た
０
は
私
の
迂
詞
で
あ
る
。
吏
學
指
南
が
「
居
家
。
必
用
事
類

　
　

全
集
」
に
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
こ
恚
は
、
既
に
前
年
内
藤
（
吉
之

　
　

助
）
敦
授
か
ら
承
り
、
同
教
授
所
蔵
の
朝
鮮
覆
刻
本
吏
學
指
南

　

゛
と
と
も
に
’
、
居
家
必
用
事
類
全
集
よ
り
抄
出
し
た
朝
鮮
古
寫
本
‐

　
　

吏
學
指
南
を
も
貸
呉
を
受
け
て
ゐ
た
が
、
居
家
必
用
事
類
全
集

　
　

の
旧
本
板
が
あ
る
こ
と
は
、
最
近
安
倍
（
吉
雄
）
助
教
授
に
よ
っ

　
　

て
敦
へ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
そ
０
矢
先
登
に
、
右
０
佐
伯

4
4

　

氏
の
索
引
を
手
に
し
ヽ
東
洋
史
研
究
會
登
行
の
油
印
本
吏
學
指

末

　

ゝ
松

保

　

和

南
は
日
本
板
０
居
家
必
用
事
類
全
集
に
抹
っ
た
も
。
０
に
で
あ
る
こ

と
を
も
知
っ
た
０
で
、
さ
で
は
支
那
板
の
居
家
必
用
事
類
全
集

は
、
齢
り
流
布
さ
れ
た
本
で
は
な
い
０
で
あ
ら
う
と
思
っ
た
。

こ
０
こ
と
は
我
我
が
こ
と
さ
ら
の
注
意
も
せ
す
使
用
し
て
来
た

朝
鮮
覆
刻
輩
行
の
吏
學
指
南
に
對
す
る
関
心
を
、
今
更
な
が
ら

そ
そ
る
こ
Ｅ
こ
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
私
は
’
佐
伯
氏
の
索
引
に
掲

げ
ら
れ
た
語
彙
。
の
四
五
を
拾
う
て
、
靭
鮮
覆
刻
本
と
比
較
を
試

み
た
と
こ
ろ
、
。
果
し
て
異
同
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
殆
ど
顧
み
ご
な

か
っ
た
上
述
の
朝
鮮
古
寫
本
へ
事
類
全
集
本
）
と
油
印
本
と
は

　

一
致
す
る
や
う
に
考
へ
ら
れ
た
。
よ
っ
て
そ
れ
を
躍
か
め
る
た

め
、
早
速
、
東
洋
史
研
究
會
の
町
人
‐
の
一
人
な
る
外
山
軍
治
氏

に
油
印
本
の
拝
借
を
願
ひ
出
で
た
。
外
山
氏
は
折
返
し
氏
の
所

蔵
本
を
送
貸
さ
れ
た
。
私
は
を
こ
に
は
じ
め
て
ぃ
細
か
に
朝
鮮

・
覆
刻
木
と
居
家
必
用
事
類
全
集
本
と
の
比
較
を
遂
げ
る
こ
と
が
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召

　

出
来
た
。
こ
の
短
篇
は
、
未
見
の
友
佐
伯
氏
に
對
す
る
感
謝
■
*
Ｊ
－
　
　
　
　
　
　
t
＜
＞
°
-

　
　

外
山
氏
に
對
す
る
報
告
と
を
粂
ね
て
、
倉
卒
に
書
い
た
も
０
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

★

　

吏
學
指
南
が
朝
鮮
で
覆
印
さ
れ
た
の
は
飴
程
古
い
こ
と
で
あ

る
。
朝
鮮
世
宗
資
録
の
五
年
冬
十
月
庚
戌
（
三
日
）
の
條
に
、

　

承
文
院
啓
請
印
至
正
條
格
十
件
・
吏
學
指
南
４
　
五
件
・
御
製

　

大
詰
十
五
件
、
命
各
印
五
十
件
。

と
あ
る
の
は
、
記
録
上
確
認
さ
れ
る
最
も
古
い
事
霖
で
あ
る
。

世
宗
五
年
と
い
へ
ば
、
明
０
永
楽
二
十
一
年
に
営
る
。
然
し
こ

の
１
　
宗
五
年
覆
刻
本
は
現
在
傅
存
す
る
か
否
か
知
り
得
な
い
。

こ
こ
に
謂
ふ
覆
刻
本
は
、
そ
れ
よ
り
三
十
五
年
を
経
た
世
祖
四

年
戊
寅
（
明
の
天
順
二
年
）
０
慶
句
道
慶
州
府
覆
刻
本
で
あ
る
・

私
の
調
査
に
使
用
し
た
０
は
京
城
帝
國
大
學
附
属
回
書
館
所
蔵

の
奎
章
閣
本
べ
番
破
二
一
八
〇
）
一
冊
と
、
内
藤
教
授
所
蔵
本
一

冊
と
で
西
る
。
雨
者
は
全
く
同
一
板
本
で
あ
る
が
ヽ
刷
り
は
内

膝
本
が
よ
り
古
く
、
内
容
で
は
、
大
學
本
に
序
な
く
、
刊
記
及

び
践
あ
り
、
内
藤
本
に
序
あ
・
り
、
刊
記
及
び
践
な
く
、
’
互
に
相

補
ふ
て
ゐ
る
。
さ
う
し
て
こ
れ
を
世
祖
四
年
の
覆
刻
本
と
断
定

す
る
の
は
、
大
串
本
０
有
す
る
左
の
如
き
政
文
及
び
刊
記
に
誄

　

（
践
文
）

夫
指
南
之
書
所
以
有
利
於
學
者
大
矣
歴
代
法
律
之
美
古
今
名

物
之
辨
昭
然
可
考
而
況
注
解
之
精
宇
原
之
詳
尤
認
名
義
之
易

知
者
乎
非
狽
此
耳
上
自
虞
朝
下
至
金
宋
其
聞
列
國
之
士
可
篤

吏
師
者
員
夫
惨
刻
之
徒
無
不
具
載
其
篤
勧
戒
深
切
其
吏
學
之

指
南
也
然
此
書
晩
出
而
板
刊
鮮
少
學
者
不
無
病
焉
豊
非
君
子

之
所
可
慮
者
今
府
尹
柳
相
國
規
簿
１
　
之
暇
出
家
滅
寫
本
一
部

員
牛
刺
趙
侯
信
孫
擬
議
伴
鏝
于
梓
不
敬
月
而
告
詑
其
英
人
焉

善
之
心
輔

　

君
滞
民
之
意
夫
豊
偶
然
哉
皇
朝
戊
寅
春
正
月
哉

生
明
’
中
訓
大
夫
慶
州
儒
學
教
授
官
月
城
後
學
李
云
俊
敬
践

　

（
刻
記
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

刻
手
大
碑
師
義
全
等
十
一
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
　
寫
幼
學

　

安

　
　

富

　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
校
正
生
員
李

　

存

奉
直
郎
慶
州
府
判
官
殖
勧
農
判
官

仁

　
　
　
　
　

・
慶
州
道
中
翼
兵
馬
節
制
判
官

　

趙

　

信

　

孫

嘉
善
大
夫
慶
州
府
尹
兼
勧
農
事

　
　
　

‘
‐

　

慶
州
道
中
翼
兵
馬
節
制
使
細

　
　

規

践
文
に
い
ふ
戊
寅
を
Ｉ
以
て
世
岨
四
年
ｏ
そ
れ
に
営
て
る
の
は
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柳
規
が
慶
州
府
尹
の
任
に
在
っ
た
期
間
が
、
’
世
胆
三
年
丁
丑
三

　
　

月
か
ら
翌
四
年
虚
寅
七
月
に
至
右
一
年
四
ヶ
月
で
あ
っ
た
こ
差

　
　

（
慶
州
府
尹
判
官
先
生
案
に
抹
る
）
か
ら
し
受
聞
皐
ひ
た
い
。
東

　
　

京
雑
記
の
春
三
、
ヽ
書
籍
（
府
蔵
冊
板
）
ｐ
條
に
「
吏
學
指
南
」
と

　
　

著
録
さ
れ
る
の
広
本
書
ｏ
枇
本
を
指
す
も
ひ
で
あ
’
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‘

　
　
　
　

｀

　
　
　

さ
て
こ
の
世
１
　
戊
寅
覆
刻
ｏ
吏
學
指
南
（
以
下
、
本
書
と
略

　
　

栴
す
る
；
　
Ｕ
、
八
巻
本
で
、
巻
首
に
序
（
一
枚
）
自
録
（
二
枚
）
・

　
　

歴
代
吏
師
類
無
（
一
八
枚
）
を
載
せ
、
第
で
巻
の
第
一
行
に
鴎
「
吏
。

　
　

學
指
南
巷
之
一
」
と
記
し
、
第
二
行
に
は
「
臭
郡
徐
元
瑞
君
祚

　
　

纂
」
と
記
す
。
毎
頁
十
行
、
行
（
分
注
）
二
十
四
宇
。
匡
高
七
寸

　
　

八
分
、
‘
寛
五
寸
五
分
。
黒
ロ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

｀
ヽ

　
　
　

こ
れ
を
油
印
本
と
比
較
し
て
い
へ
ば
ヽ
沌
印
本
に
あ
る
徐
元

　
　

瑞
の
自
序
は
本
１
　
に
無
く
、
本
書
芦
あ
る
序
は
「
承
事
郎
雲
夢

　
　

新
尹
山
後
石
抹
允
敬
」
の
そ
れ
で
あ
る
。
。
雲
夢
新
は
今
の
湖
北

　
　

省
安
陸
謳
の
東
南
六
十
里
（
漢
ロ
の
西
北
）
瞑
在
り
、
元
の
時
は

　
　

河
南
省
徳
安
府
に
湯
し
、
明
の
時
は
湖
廣
省
徳
安
府
に
属
す
る

　
　

新
で
あ
っ
た
。
承
事
郎
と
い
ひ
、
’
新
尹
と
い
ひ
、
石
㈱
允
敬
が

　
　

元
人
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
惜
し
む
ら
く
は
年
片
の

ｇ
。
記
載
が
な
い
・

　
　

巻
首
の
「
歴
代
吏
師
類
録
」
は
、
誦
印
本
の
「
吏
師
定
律
之

｀
圖
」
に
相
営
す
る
。
但
し
そ
の
記
載
の
し
か
た
及
び
人
名
列
記

　

の
順
序
は
異
同
が
甚
だ
し
い
。
こ
こ
に
唯
よ
本
書
「
類
録
」
の

　

第
一
頁
を
例
示
す
れ
ば
次
、
の
如
く
で
あ
る
。
。

　
　

「
歴
代
吏
師
類
録

　
　
　
　
　

！
“

　

Ｒ

　
　
　

！

　
　
　
　
　

。
天
文
二
１
　

　
　
　

上
帝
執
法
官
、
土
公
吏

　
　
　
　
　

有
虞
氏

　
　
　

士
師
皐
陶

　
　
　
　
　

周

　
　
　

大
傅
周
公
旦

　

太
保
召
公
爽

　

朝
鮮
侯
箕
子
。

　
　
　

太
可
寇
呂
侯

　　

列
韓國

　
　

公
子
韓
非

　

相
中
不
害
≒
大
夫
惧
到

　
　
　

・
（
以
下
略
之
）

　

次
に
目
録
は
、
本
書
の
金
膿
の
構
成
忙
開
す
る
か
ら
、
煩
を

い
と
は
す
、
仝
録
し
よ
う
。

　
　

（
目
録
）

　

泰
之
一

　

、
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吏
搦

巻
之
二

　

儀
制

　

公
式

　

価
籍

　

詳
恕

　

五
禁

　

較
名

　

六
輝

巻
之
四

　

賊
私

　

四
罪

巻
之
五

　

肉
刑
偕
死
‐
罪
附

行
止

旨
判

膀腿
捷端
救
災

字
類

六
色

首
過
‘

才
能
戒
石
銘

官
裕
世
賞

五
事

‐
諸
此

　

結
句

　

署
事

　

三
宥

三
罪

五
科
十
悪
五
流

法
例

歴
代
五
・
刑
瞼
銅
附

獄
名

康吏郡六
給員邑曹

戸
計

飲璽

詞章

確
儀

五
戒

五
糾

八
例
七
殺
三
度

獄

　

雑條
具

　

刑貫

　
　

加
刑

　
　
　
　

聴
訟

　
　
　
　

五
父

　
　
　
　

十
母

　
　

老
幼
疾
病

　
　

五
服

　
　
　
　

三
殤

　
　
　
　

服
制

　
　

親
姻

　
　
　
　

戸
婚

　

巷
乏
六

　
　

獄
訟

　
　
　
　

推
鞠

　
　
　
　

良
賤
今
産

　
　

勾
稽

　
　

醒
量

　
　
　
　

禁
制

　

巻
之
七

　
　

捕
亡

　
　
　

’
詐
妄

　
　
　
　

賊
盗

　
　
　
　

銭
狼
造
作

　
　

徴
斂
差
匯

　
　

諸
納

　
　
　
　

雑
類

　

巻
之
八

　
　

諸
籤

　
　
　
　

諸
説

　
　
　
　

吏
員
三
鋤

　
　

律
巳

　
　

仁
恕

　
　
　
　

惨
刻

　
　
　
　

馬
進
傅

　
　
　
　
　

‘

　

右
の
如
き
分
巻
は
、
｀
油
印
本
に
は
全
く
無
い
の
み
な
ら
字
、

順
序
の
異
な
る
も
の
が
一
二
あ
る
。
印
ち
本
書
巻
之
三
の
三
赦

が
ｏ
ｏ
の
項
０
前
に
あ
る
こ
と
、
本
書
巻
之
阻
の
１
　
後
忙
あ
る
。

雑
刑
の
項
が
、
油
印
本
で
は
肉
刑
の
次
に
置
か
れ
て
ゐ
る
こ
と
。

　
　
　
　
　

ｏ
ｎ

ｏ

＾
　
■

■

-

.
Ｏ
ｎ

本
書
巻
之
六
の
値
瀧
・
禁
制
が
油
印
本
で
は
最
後
の
雑
類
０
前

に
置
か
れ
じ
こ
と
な
ど
で
あ
ぴ
、
各
項
の
中
で
の
各
語
彙
の
配

列
が
順
序
ま
た
五
六
ヶ
所
に
相
注
が
あ
る
が
、
。
今
は
一
一
掲
出

す
る
こ
と
を
省
略
す
る
。
ｙ
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次
に
本
書
り
記
載
０
値
羞
に
っ
い
て
い
ふ
に
、
’
目
偏
に
禍
げ

ら
れ
た
」
項
目
は
必
ず
一
行
を
設
け
て
記
し
、
項
目
内
の
語
彙
は

大
字
ｙ
解
樟
は
小
字
雙
行
を
以
・
て
記
し
て
ゐ
る
。
油
印
本
は

｛
原
和
刻
本
ノ
印
字
ｆ
４
　
ハ
検
出
｝
一
便
吉
フ
ザ
ル
フ
以
・
ｙ
今
逐

次
行
ヲ
改
メ
’
タ
リ
」
と
い
ふ
か
ら
、
比
較
し
て
屯
意
味
な
い
が
、

上
記
内
藤
氏
截
朝
鮮
古
寫
本
（
居
家
必
用
本
）
を
み
る
に
、
。
記
載

法
は
本
書
と
一
致
し
て
ゐ
る
。
但
し
本
書
は
、
彫
刻
を
簡
略
に

す
名
た
め
、
語
彙
と
同
じ
字
は
Ｉ
£
以
て
あ
ら
Ｉ
は
し
て
ゐ
る
。

例
へ
ば
、
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／

　

試

　

波
路
温
舒
上
言
秦
有
十
失
。

‐
’
掘
吏
英
一
倚
存
治
―
之
―
是
也

　
　
　
　
　
　
　
　

’

と
あ
る
が
如
き
で
あ
る
。
油
印
本
で
は
上
０
い
‐
に
獄
を
書
き
、

下
の
Ｉ
に
吏
を
書
い
て
ゐ
る
が
、
中
に
は
、
そ
の
宛
て
か
た
を

誤
っ
た
■
７
０
の
も
あ
る
や
う
で
あ
る
。
そ
の
。
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

略
符
－
を
一
切
使
用
せ
ぬ
油
印
本
の
系
統
０
本
は
、
本
源
的
な

も
０
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

　

次
に
本
書
に
有
っ
て
、
油
印
本
に
全
く
無
い
語
彙
を
學
々
れ

ば
、
巻
之
一
〇
紛
１
０
の
項
の
最
後
、
即
ち
「
属
部
」
？

　

○
所
在
官
司
謂
隨
身
－
到
處
官
司
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ド

と
い
ふ
一
條
が
あ
・
り
、
巻
之
七
の
銭
根
造
作
の
項
０
「
税
期
」

の
次
に
、

　

‐
ｏ
馴
銭
驚
詔
詣
箭
焚
謀
殺
讐

ご
七
條
ぶ
り
ヽ
可
泰
２
　
七
昏
蜘
影
響
項
の
「
羞
徴
」

の
次
に
、

　

○
泣
理
謂
根
究
微
納
也
’

と
い
ふ
一
條
が
あ
る
。
こ
れ
に
對
し
て
、
本
書
に
無
く
て
油
印

本
に
有
る
項
條
と
し
て
・
は
、
泰
之
五
の
肉
刑
の
項
の
「
典
五
刑
」

の
前
に
あ
ゐ
「
典
。
－
揖
罪
辻
也
」
ヽ
と
い
ふ
一
條
の
み
で
あ
る
。

（
油
印
本
に
附
載
さ
れ
奉
「
篤
・
政
九
要
」
が
、
指
南
と
は
全
く
別

個
０
も
の
で
あ
る
こ
と
は
論
す
る
≪
＜
で
■
７
ｆ
ｉ
４
ｉ
Ｓ
｡
。
）
本
書
に
有
っ

て
油
印
本
に
‘
全
く
な
い
も
の
と
し
て
、
最
も
大
き
『
な
も
の
は
、
一

本
書
倦
之
八
全
部
で
あ
る
。
そ
の
全
部
を
妙
出
す
れ
ば
左
０
通

り
で
あ
る
。

　

。
（
吏
學
指
南
泰
之
八
）
。

　
　
　

諸
箇

　
　
　

｀

　

提
刑
箇

　

大
元
建
銭
蓋
法
乎
乾
有
仁
有
威
無
宮
無
偏
天
開
五
葉
地
大
一

　

統
江
淮
来
錨
燈
夷
底
貢

　

聖
念
遠
人
硯
篤
・
近
畿
曰
守
曰
令
或
公
或
私
耳
目
不
廣
情
儒
焉

　

。
知
既
遣
繍
衣
侈
頌

　

賓
制
問
民
疾
苦
識
獄
冤
滞
曰
官
曰
吏
自
大
至
小
母
有
科
取
俳
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有
掻
接
唯
寸
土
官
聴
出
使
人
玩
冦
者
糾
受
財
者
申
訴
訟
謂
事

自
下
而
上
無
伴
踏
越
切
治
譚
妄
參
署
衆
僚
圀
分
南
北
母
件
乎

競
仰
察
曲
直
不
修
鋪
騨
不
治
舟
梁
稽
留
使
命
阻
滞
行
商
不
務

本
業
不
予
已
事
不
畏
官
府
皆
営
按
冷
田
宅
占
買
是
認
蹄
之
人

口
略
誘
其
悉
追
之
凡
巡
所
部
郷
至
懸
到
勧
農
省
風
勉
學
宣
教

若
此
等
事
寧
不
思
之
農
業
若
堕
何
以
課
之
風
俗
未
淳
何
以
彰

之
學
校
久
庭
何
以
勁
之
教
化
未
行
何
以
明
之
共
有
不
孝
不
悌

在
所
懲
之
乱
常
敗
俗
在
所
繩
之
豪
楷
奸
兇
在
所
刑
之
大
利
興

焉
大
害
除
焉
一
切
不
便
率
富
更
焉
若
夫
以
苛
篤
明
以
細
篤
密

以
多
篤
巧
以
虚
篤
賓
羅
卵
生
事
膏
直
市
幄
闇
於
大
体
豊
曰
小

恵
矧
治
新
國
古
用
軽
典
欽
乃
仮
司
皿
哉
惟
刑
毀
以
自
警
書
諸

座
屏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

司
果
策

　
　

宋
江
西
提
刑
漫
吟
作

深
文
以
刑
人
刻
者
之
篤
也
屈
法
以
宥
罪
恕
者
之
篤
也
恕
賢
於

刻
遠
矣
或
未
見
於
私
也
正
其
心
誠
其
意
閲
賓
其
罪
疑
則
馬
梶

庶
幾
其
寡
過
耳
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

獄
官
斌

　
　
　
　
　
　

唐
張
説
作

官
有
決
曹
掌
茲
法
獄
匪
惟
議
罪
亦
以
防
欲
所
貴
仁
恕
非
衿
官

束
吏
蜀
吹
毛
人
安
措
足
古
之
篤
主
是
載
受
届
輩
詑
茲
土
悉
血

群
生
賢
愚
中
雑
具
偏
相
傾
若
兪
一
之
駐
如
鳥
之
驚
不
．
能
無
犯
宜

持
以
平
或
大
或
小
時
重
時
握
無
以
快
志
期
乎
得
情
取
口
非
重

國
之
政
令
執
曰
非
軽
人
之
性
命
虐
則
招
咎
寛
則
舒
慶
底
脊
宜

邱
可
畏
可
敬
認
獄
則
固
篤
牢
則
幽
晨
巌
管
箭
夜
密
吏
笏
寂
寂

圓
土
累
累
繋
囚
求
食
格
尾
見
吏
垂
頭
自
習
立
名
此
１
　
非
所
逼

阻
狭
室
歌
傾
漏
宇
冬
有
祁
家
夏
有
隆
暑
焉
可
失
入
焉
可
妄
處

勿
謂
勿
妨
勿
謂
無
傷
匹
夫
含
怨
三
年
充
陽
郡
」
婦
結
債
六
月
飛

霜
可
以
安
危
可
以
興
亡
敢
舌
司
憲
無
難
國
章

　
　

諸
説

　
　
　

獄
訟
説

　
　
　
　
　

宋
李
之
彦
作

夫
獄
訟
者
所
以
平
曲
直
雪
冤
柾
也
若
有
財
者
勝
無
財
者
負
有

援
者
仲
無
援
者
屈
豪
強
得
志
貧
者
喫
冤
豊
國
家
之
禰
耶
愚
願

士
大
夫
司
聴
断
者
在
在
持
平
如
衡
事
事
至
公
如
鑑
天
下
何
患

不
大
平

　
　
　

雍
況

龍
圖
梅
公
摯
景
砧
初
以
殿
中
丞
出
知
昭
州
零
著
療
胆
云
仕
有

五
庫
急
催
暴
敵
剥
下
奉
上
此
租
税
之
雍
也
深
文
以
逞
良
悪
不

白
此
刑
獄
之
療
也
昏
晨
階
宴
弛
慶
王
事
此
飯
食
之
庫
也
侵
牟

民
利
以
賓
私
儲
此
貨
財
之
庫
也
盛
棟
姫
妾
以
嫂
聾
色
此
韓
薄

之
庫
也
有
一
於
此
民
怨
紳
怒
安
者
必
疾
疾
者
必
殯
雖
在
穀
下

亦
不
可
見
何
但
遠
方
而
已
仕
者
或
不
自
知
乃
鮮
咎
之
土
庫
不
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兆
振
乎
ｙ

　
　
　

・
吏
員
三
悔

　
　
　

容
膏
徐
參
政
作

’
一
日
‐
倚
廉
謂
甘
心
淡
薄
絶
意
紛
葦
不
納
輦
且
不
受
賄
賂
門
無

請
１
　
身
遠
嫌
疑
飲
食
宴
會
梢
以
‘
非
義
皆
謝
却
之
二
日
倚
勤
謂

早
入
晏
出
奉
公
忌
私
雖
休
勿
休
恪
謹
匪
槃
呈
押
文
字
登
遣
公

事
務
篤
敏
速
恥
犯
稽
遅
躬
操
筆
硯
不
仰
小
骨
手
風
簿
書
不
僻

努
役
三
曰
侮
能
謂
練
習
格
例
瞳
暢
行
移
是
非
曲
直
先
以
意
決

然
後
取
裁
凡
所
處
畳
悉
令
合
宜
文
義
略
通
字
無
不
識
寫
染
端

正
等
術
精
明
車
止
安
詳
語
言
辨
利
無
過
可
尋
有
委
皆
辨

　
　
　

律
已

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　
　

。

　
　
　
　

－

　

÷

　
　
　
　
　
　
　
　
　

－
１

西
漢
見
寛
治
民
勧
農
桑
緩
刑
罰
理
獄
訟
用
仁
厚
不
求
聾
名
吏

民
大
信
愛
後
備
御
史
大
夫

西
漢
朱
邑
篤
桐
郷
吏
廉
平
不
苛
以
愛
利
篤
行
未
嘗
苔
辱
人
後

錫
太
司
農

　

東
漢
楊
震
備
東
莱
太
守
道
纒
昌
邑
邑
令
王
密
懐

金
十
斤
遺
之
且
曰
夜
無
知
者
震
曰
天
狗
紳
知
我
知
子
知
何
謂

無
知
遂
不
受
後
五
子
皆
貴
頴
‐

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヽ
’

゛
東
漢
鄭
均
兄
篤
鵬
吏
頗
受
確
遺
均
散
諌
不
脂
即
脱
衣
備
傭
歳

得
銭
帛
悉
以
輿
兄
曰
物
握
可
復
得
篤
吏
坐
賊
終
身
損
棄
兄
感

其
言
遂
篤
廉
潔
～
東
良
羊
綾
篤
甫
。
陽
太
守
敞
衣
４
　
食
府
丞
１
　

献
以
生
嘸
綾
受
而
懸
之
於
庭
後
叉
進
之
綾
乃
出
前
所
懸
者
以

杜
其
意

　

晋
胡
威
父
質
以
清
忠
稀
仕
魏
貧
荊
鯵
刺
良
禽
往
省

父
父
賜
絹
一
疋
威
曰
大
人
嵩
高
伺
得
比
絹
苓
日
甚
俸
。
旅
之
除

χ
。

　
　
　
　
　

｀

　

″
－

　
　
　

Ｉ

　
　

Ｉ

　
　
　
　
　

～

後
威
篤
徐
州
粁
史
風
化
大
行
武
帝
問
卿
勃
興
父
清
對
曰
不
及

臣
父
清
恐
人
知
臣
清
恐
人
、
不
知
是
以
不
及
也
。

南
史
宋
猪
錫
吏
部
尚
書
有
人
将
金
一
瓶
以
求
官
糟
日
卿
自
庶

得
官
無
恢
此
物
若
必
見
輿
不
捧
。
不
在
啓
此
人
惟
而
牧
金
去
借

後
遷
錫
伺
書
左
僕
射
子
責
錫
侍
中

緬
史
王
笥
篤
臨
海
太
守
在
郡
侵
刻
還
資
有
芒
膳
雨
紡
他
や
稀

是
汲
退
紅
篤
盗
所
攻
墜
井
卒
家
人
同
遇
害

唐
王
堀
玄
宗
時
珠
蕭
至
忠
帝
脊
委
時
異
歴
九
刺
史
受
饅
遺
至

数
百
’
萬
李
林
甫
使
人
劾
。
宿
賊
堀
饗
仰
薬
死

宋
侍
制
劉
隨
錫
成
都
通
利
巌
明
通
箆
人
謂
之
水
晶
燈
龍
宋
田

元
均
知
成
都
凡
有
訴
訟
儒
弱
不
能
自
仲
者
必
委
曲
問
之
莫
不

轟
其
情
蜀
人
謂
之
照
天
蝋
燭

宋
欧
陽
文
忠
公
脩
多
談
吏
事
張
芸
叟
疑
之
曰
學
者
之
見
先
生

莫
不
以
道
徳
文
章
鳥
欲
聞
者
令
多
教
人
吏
事
所
未
論
也
公
日

文
學
止
於
潤
身
政
事
可
以
及
物
官
至
參
知
政
事

゛
£
二
駄
難
器
皿
％

西
漢
張
群
之
篤
廷
尉
有
人
盗
高
廟
坐
前
玉
暇
奏
議
棄
市
文
帝

怒
欲
族
之
卯
之
曰
今
盗
廟
器
而
族
恢
如
取
長
陵
一
杯
土
何
以
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加
乎
帝
遠
従
之
公
以
聳
終
子
摯
官
至
大
夫

西
漢
于
公
篤
懸
獄
吏
治
獄
子
尤
所
決
皆
不
恨
関
門
壊
父
老
其

治
之
公
令
高
大
其
門
令
容
馳
馬
高
車
我
治
獄
多
陰
徳
末
嘗
有

冤
子
孫
必
有
興
者
子
定
國
認
水
相

西
漢
杜
延
年
明
法
律
霜
光
持
法
重
刑
延
年
輔
之
以
寛
論
議
持

平
後
以
壽
経
子
六
人
倶
至
大
官
。

西
流
郭
躬
家
世
掌
法
務
在
寛
９
　
及
典
理
官
決
獄
断
刑
多
依
衿

恕
子
孫
篤
廷
尉
刺
史
侍
中
１
　
三
十
餓
人

東
漢
陳
咸
性
仁
恕
㈲
戒
子
孫
曰
篤
人
議
法
富
依
於
軽
雖
有
百

金
之
利
惧
無
英
人
重
後
生
孫
寵
認
司
空

　

・

束
漢
陳
寵
蕭
宗
時
吏
政
勁
巌
寵
上
疏
除
絶
鈷
鐙
惨
酷
之
科
所

活
甚
衆
位
至
司
空
子
忠
篤
僕
射

　
　
　
　
　
　

‐

乗
漢
虞
経
篤
郡
新
獄
吏
。
案
法
子
允
務
従
寛
恕
孫
謂
篤
勁
書
僕

射
北
史
之
草
原
篤
鹿
州
刺
史
獄
有
繋
囚
千
齢
人
草
原
科
簡
軽

重
決
遣
放
之
後
篤
倚
書
僕
射
民
篤
立
祠
祭
祀
北
史
高
允
以
獄

訟
留
滞
始
令
中
書
以
経
義
断
諸
疑
事
允
披
律
評
刑
三
十
餓
載

内
外
碍
子
後
年
九
十
八
卒
。

隋
源
師
篤
大
理
少
卿
煽
帝
以
私
怒
令
有
司
斬
一
衛
士
師
奏
曰

此
人
罪
誠
難
恕
陛
下
初
自
殺
之
可
也
既
付
有
司
義
鯖
常
典
帝

乃
止
轄
刑
部
侍
郎

　
　
　

―
『
ｉ

　
　
　
　
　
　
　

ｉ

　

唐
太
宗
疾
貪
吏
間
遣
人
遺
諸
曹
一
吏
受
饅
練
帝
怒
欲
殺
之
民

　

部
侮
書
裴
短
曰
吏
受
球
死
此
固
宜
然
陛
下
以
計
治
之
所
謂
圀

　

人
以
罪
非
道
之
以
徳
帝
悦
止
之
矩
年
八
十
鯨
卒

　

’

　

唐
陸
象
先
篤
剣
南
按
察
使
政
倚
仁
恕
章
抱
員
曰
公
営
峻
刑
罰

　

以
示
威
不
然
民
慢
且
無
畏
蒼
日
政
在
治
之
而
已
必
刑
罰
以
樹

　

威
乎
卒
不
従
而
蜀
化

　

唐
張
文
場
兼
大
理
卿
不
旬
日
断
獄
四
百
抵
罪
者
無
怨
言
四
子

　

官
至
三
品
時
謂
萬
石
張
家

。
唐
徐
有
功
芦
司
刑
少
卿
時
武
后
任
用
酷
吏
置
羅
織
之
獄
以
綱

　

無
事
有
功
奉
法
守
正
不
以
私
害
公
嘗
鞠
襲
孝
誰
妻
扁
氏
獄
多

　

明
其
柱
武
后
浩
之
曰
公
比
断
獄
多
失
出
何
耶
有
功
曰
失
出
臣

　

小
過
好
生
陛
下
大
徳
后
獣
然
鹿
得
珊
死
後
卒
謐
忠
正
孫
商
狐

　

節
度
使

　

唐
章
嗣
玄
篤
鳳
閣
舎
人
武
后
屡
興
大
獄
害
及
善
良
嗣
上
書
乞

取
垂
功
以
来
罪
無
軽
重
者
並
皆
原
洗
於
是
人
頼
得
活
者
千
萬

計
公
後
父
子
並
篤
宰
相
、

　

’

五
代
張
文
蔚
狐
平
章
時
柳
燦
殺
裴
椙
等
蔓
引
朝
士
緻
加
誄
殺

紺
紳
相
硯
不
冶
保
文
尉
力
講
解
之
朝
士
多
頼
全
活
後
以
脊
柊

五
代
唐
荘
宗
破
蜀
王
后
鶴
京
師
行
至
秦
川
扉
・
而
明
宗
軍
使
於

魏
荘
宗
慮
街
有
健
造
人
殺
之
詔
書
已
印
秉
張
居
翰
醗
硯
之
詔
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１
　
言
謬
行
一
に
行
居
翰
乃
改
一
行
篤
一
家
於
是
得
活
予
鈴
人
後

以
青
終
宋
銭
若
水
錫
同
州
推
官
有
富
民
俗
其
奴
乃
父
母
訟
於

　
　

ｋ

　
　
　
　
　

四

　

？
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

州
命
録
事
鞠
之
劾
富
民
散
人
共
殺
之
１
　
失
其
屍
獄
成
若
水
密

訪
得
奴
而
放
富
民
後
篤
參
知
政
事

　

。

　

’

　
　
　

參
―
孟
子
曰
瘍
之
・
戒
之
出
乎
爾
者
反
乎
爾
者
也

　
　
　

3
P
i
M
自
古
用
巌
刑
以
毒
民
者
米
有
不
’
反
於
巳
岩

秦
商
君
衛
軟
愛
法
令
重
刑
罰
也
犯
者
多
死
議
令
之
初
一
日
臨

消
刑
七
百
鈴
人
官
民
苦
之
後
遭
車
裂
之
禰

西
淡
主
温
舒
篤
河
内
太
守
捕
逐
豪
措
大
１
　
族
小
者
死
詔
事
有

勢
窮
治
奸
猪
廳
爛
獄
中
無
有
出
者
後
以
罪
自
殺

　
　

に

酉
漢
載
方
進
篤
京
兆
尹
捕
撃
豪
彊
及
篤
丞
相
持
法
深
刻
中
傷

　

￥

　
　
　
　

四

　

ｌ
ｌ

　
　
　
　
　
　
　

一
／

者
多
其
後
自
殺
王
莽
醗
其
嫁
焼
其
棺
柩

西
漢
敲
延
年
嵩
河
南
太
守
務
於
折
彊
扶
弱
凡
貧
弱
者
雖
犯
法

曲
文
以
出
之
豪
傑
者
必
以
文
而
内
之
所
謂
営
死
者
生
営
生
者

死
人
欲
曰
屠
伯
後
坐
罪
棄
市

東
漢
義
縦
直
法
行
治
不
避
貴
戚
犯
者
多
族
之
協
定
襄
太
守

日
殺
獄
囚
四
百
餓
人
後
以
罪
棄
市
・

束
漢
咸
宣
以
功
遷
伊
史
使
治
主
父
崖
及
淮
甫
反
獄
以
徴
文
深

誕
殺
者
甚
衆
後
以
罪
自
殺

東
漢
王
吉
篤
昨
相
凡
殺
人
皆
鵬
屍
車
上
隨
茜
罪
・
目
宣
示
局
籐

腐
爛
則
以
ｔ
束
骨
周
。
遍
一
郡
乃
止
硯
事
五
年
慢
萬
仙
人
を
死

於
獄
父
甫
及
子
萌
皆
死
杖
下

１
　
山
陰
新
令
石
密
を
．
篤
御
史
柱
奏
殺
句
容
令
萬
獣
一
日
見
獣

来
殺
之
逡
死

北
史
干
洛
侯
１
　
奥
州
刺
史
貪
酷
残
忍
犯
罪
者
截
腕
抜
舌
断
其

手
足
『
而
鋤
斬
之
以
致
百
姓
反
判
孝
文
命
使
斬
洛
侯
以
謝
衆

隋
燕
渠
儡
幽
州
總
管
性
居
酷
鞭
笞
左
右
動
至
千
数
流
血
盈
前

飲
瞰
自
若
文
帝
怒
徴
槃
還
京
賜
死
於
岨
出
之
地

隋
梁
敬
餌
篤
大
理
司
直
焔
帝
命
鞠
魚
倶
羅
罪
敬
具
希
旨
陥
之

極
刑
米
幾
倶
１
　
狐
崇
敬
具
死
之

隋
爛
秋
士
文
篤
貝
州
刺
史
醗
摘
姦
隠
長
吏
尺
布
升
粟
之
賊
無
～

所
賞
貸
得
千
仙
人
奏
上
悉
配
嶺
南
遇
潭
病
死
者
十
八
九
日
是

父
母
妻
子
惟
哭
４
文
高
咀
歎
曰
士
文
之
暴
過
於
猛
獣
士
文
後
．

獄
死
三
手
朝
夕
不
糎

唐
郭
弘
霧
篤
監
察
御
史
嘗
按
李
思
撒
不
勝
楚
毒
後
屡
見
烏
属

　
　
　

一

　
　
　
　
　
　
　

ｒ

　
　
　
　
　

Ｉ

援
刀
自
刳
腹
死

　

．

唐
酷
吏
索
元
種
来
俊
臣
周
興
侯
思
止
等
辺
羅
織
獄
篤
火
甕
餓

龍
惨
酷
之
刑
以
殉
囚
徒
後
皆
死
於
非
命

宋
余
晦
篤
四
川
宣
靫
使
善
闘
州
知
州
王
惟
忠
謀
反
理
象
命
陳

　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
ｓ
！

Ｆ
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

大
方
拷
掠
成
獄
斬
之
都
市
後
晦
蛮
生
繍
療
百
薬
不
治
一
日
慄

洗
爛
断
其
首
於
浴
宏
之
外
大
勢
亦
卒
中
而
亡
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五
伯
馬
進
傅

　
　
　

宋
王
萬
鋳
伊

　

進
隷
和
州
軍
籍
叉
篤
五
伯
三
４
矣
進
之
子
生
而
無
左
瞥
若
髭

　

截
然
白
人
以
篤
世
主
杖
笞
多
納
財
利
而
高
下
其
心
重
軽
其
手

　

故
天
加
之
嗚
呼
鞭
作
官
刑
朴
作
教
刑
即
鞭
朴
者
帝
王
之
典
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｊ
゛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－

　
　

ｓ

　

可
不
惧
乎
今
之
杖
刑
非
古
也
古
者
示
駈
而
已
故
有
蒲
鞭
而
誠

　

老
有
束
杖
而
治
之
雖
然
上
失
其
道
民
散
久
矣
非
刑
不
足
以
腸

　

人
之
善
也
既
不
得
已
而
用
之
叉
可
以
喜
怒
財
貨
易
其
心
乎
彼

　

五
伯
賤
隷
也
刑
不
自
口
出
但
以
重
軽
不
平
而
天
謎
若
是
況
執

　

天
下
之
刑
者
即
吾
見
世
祗
之
家
子
孫
唇
墜
残
廃
疾
癈
者
有
之

　

篤
人
僕
妾
者
有
之
飢
寒
道
路
者
有
之
豊
止
用
刑
之
濫
也
其
詔

　

主
忌
賢
剥
民
倒
寵
斯
天
謎
之
大
者
矣
作
馬
進
傅
以
自
誠
尹

　
　
　
　
　
　
　
　

★

　

以
上
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
世
岨
四
年
覆
刻
の
八
巻
本
吏
學
指
南

０
様
相
及
び
油
印
本
と
の
相
違
の
大
略
は
知
ら
れ
る
こ
と
と
思

ふ
が
、
最
後
に
残
る
最
も
重
要
な
鮎
は
、
各
語
彙
の
解
程
０
本

文
に
於
け
る
異
同
如
何
１
　
あ
る
。
私
は
機
械
的
に
異
同
出
入
を

外
山
氏
蔵
油
印
本
の
欄
外
節
白
に
記
入
し
て
行
っ
’
た
と
こ
ろ
、

第
一
巻
で
約
百
九
十
字
、
第
二
巻
で
約
百
二
十
字
、
第
三
巻
で

約
百
四
十
字
、
第
一
掴
巻
で
約
百
六
十
字
、
第
五
巻
で
約
比
百
五

４
　
字
ヽ
を
ハ
巻
で
約
百
六
４
　
字
ヽ
第
七
巻
で
二
百
五
４
　
字
ヽ
總

計
一
千
四
百
餓
字
を
敷
へ
る
結
果
を
得
た
。
こ
れ
ら
の
異
同
忙

″

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‘

　
　
　

Ｘ

つ
い
て
は
、
私
の
如
き
法
制
０
學
に
素
要
の
た
い
も
の
が
軽
々

し
く
是
非
を
断
す
べ
き
で
な
い
が
、
恢
り
に
言
を
立
て
る
こ
と

が
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
う
ち
の
一
割
は
、
朝
鮮
本
が
非

に
し
て
油
印
本
が
是
で
あ
り
、
二
割
は
輩
な
る
文
字
の
’
正
俗
其

他
０
相
違
で
～
本
文
の
是
非
に
開
係
な
い
も
の
で
か
Ｌ
¨
残
る

七
割
が
、
朝
鮮
木
是
に
し
て
、
油
印
本
非
な
る
も
０
で
は
あ
る

ま
い
か
と
思
ふ
。
た
と
へ
ま
た
最
小
限
度
に
み
て
、
五
割
０
み
Ｉ

が
、
吏
學
指
南
の
本
文
選
揮
に
開
し
得
る
と
し
て
も
、
こ
れ
は

大
き
な
数
字
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
何
故
な
ら
吏
學
指
南
は
、

そ
の
紙
数
の
僅
少
嘸
る
に
反
比
し
て
、
そ
の
史
料
價
値
の
高
い

こ
と
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
う
し
て
朝
鮮
町

か
や
う
な
善
本
が
傅
存
す
る
こ
と
は
、
高
麗
末
か
ら
朝
鮮
初
期

に
か
け
て
、
元
の
法
制
が
洞
洞
と
し
て
輸
入
築
取
さ
れ
た
事
賓

に
か
ん
が
み
れ
ば
、
極
め
て
営
然
な
こ
と
ｘ
い
へ
よ
う
。

　

以
上
は
佐
伯
氏
の
索
引
に
導
か
れ
て
試
み
’
る
こ
と
が
出
来
た

朝
鮮
覆
刻
木
吏
學
指
南
に
對
す
る
再
認
識
０
略
報
告
で
あ
る
。

然
し
そ
の
結
果
の
意
外
な
る
に
よ
つ
て
思
へ
ば
、
こ
れ
は
略
報

告
に
と
ゞ
め
得
な
い
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
亦
。
こ
の
小
篇
で
捨

油
印
本
と
の
對
校
の
賓
際
を
一
字
一
字
列
記
す
る
こ
と
が
出
来

な
か
つ
先
が
、
そ
れ
は
煩
を
厭
う
て
０
こ
と
で
は
鳶
ぐ
て
、
改

め
忿
朝
鮮
本
を
上
梓
す
る
の
が
合
理
的
方
法
と
考
へ
た
か
ら
で

あ
る
。
―
昭
和
十
六
年
十
月
廿
六
日
－
ｔ
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